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はじめに
近年、地域での人と人との交流やふれあいが築きにくくなっ

ている状況の中、子育て支援ボランティアや子育てサークルは、

子育て中の親子が身近な場所に気軽に集まり、情報交換や交流、

子育ての悩みや不安を気軽に相談できる場として重要になって

います。

群馬県では、平成１７年３月、新たな子育て支援計画として

「ぐんま子育てヴィジョン２００５」（計画期間：平成17～21

年度）を策定しました。この計画では、本県の県政の目標とす

る「子どもを育てるなら群馬県」を基本理念に、さらに、社会

全体で子育てを支援していくという「子育ての社会化」を基本

方針に据え、安心して子育てができる社会環境づくりに取り組

んでいます。

このハンドブックは、皆さんの身近な地域で、様々な子育て

支援の活動などを行っているボランティアやサークルを知って

いただくことにより、これから子育てボランティア・サークル

活動を始めたいと思っている方々の手引きとなるよう作成しま

した。

子育て中の方々をはじめ、より多くの皆さんが子育て支援の

活動の輪に加わっていただければ幸いです。

どうぞご活用ください。

群馬県青少年こども課
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こねこ・ひよこクラブは平成10年、しばらく県外で暮らし群馬に戻ってきた現リーダーの井上
さんが、当時まだ未就園だった自分の子どもに友達と遊ぶ機会を作りたいと思い活動を始め
たことで誕生しました。
活動を始めるにあたって、まず最初にしたのは活動場所を探すことでした。しかし、就園前の
年齢の低い子ども達が多数集まって安全でのびのびと楽しく活動できる場所を確保するとい
うのは、考えていたよりもたいへんなことでした。
井上さんは保育士の経験があり、サークル活動そのものについては、今まで特に苦労した点
は思い当たらないそうですが、活動場所探しについては唯一苦労を感じたということです。
ですから、これからサークル等を立ち上げる人達のためには、活動場所を提供してくれる、あ
るいは場所に関する情報を提供してくれるような機関や制度があるといいのではないか、と思っ
ています。

ひよこクラブには毎回活動をサポートしてくれる特定の人がいます。活動をしていく上での
相談はもちろんですが、活動日に自分の都合がつかない場合のリーダー代理などもお願いで
きるので、活動日の変更も極力避けられます。サポートの人の存在はたいへん心強い、とのこ
とです。
活動の経費は全てメンバーの月会費(1300円)でまかなっています。その中でできる限りい
ろいろな活動ができるよう努力しています。出費は主に材料費です。
活動場所は毎回固定(公民館の中)で、場所に関する経費はかかりません。
会員募集に関しては、地域の広報に載せたりしてはいますが、評判を聞いて、あるいは友達
から聞いてなどというクチコミが多く、定員(18組)いっぱいになってしまうこともあります。それ
から、最近の企画でおもしろかったのは、「上州でこぼこめでた会」を招いての南京玉簾、人形
劇のイベントです。母も子も、とても盛り上がったとか。

サークルを運営していて一番嬉しいのは、お母さんと子どもの笑顔です。母と子の明るく楽
しい表情をたくさん見られるのは、心から幸せな気持ちになり、また活力源でもあります。
井上さんがこれから活動を始める人にアドバイスをするとしたら、「スタートはゆっくり」。初
めにピッチを上げすぎないこと。「徐々に、だんだん」という気持ちが自然に好結果につながる
そうです。もう一つは、メンバーそれぞれを尊重すること。自分を含めメンバー「みんなで」活動
していくというスタンスをとることが大切なのだそうです。
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◎

◎

毎週水曜（こねこ） 毎週木曜（ひよこ）

南橘公民館（こねこ）
元総社公民館（ひよこ）

1300円／月

４月募集時に広報に掲載
他の時期は問い合わせ

井上 027-235-8711

10～11時（1才） 11～12時（2才）

リーダーさんのサポートで、始めのあい
さつからみんなで歌を歌い、その日のメイ
ンの活動、終わりにはみんなであいさつ、
出席シールをもらう、という流れで行って
います。
お母さんたちができることは自主的に行
います。

活動中は、年齢的に小さな子どもたちが
集まるため、特に安全に気を配っていま
す。
それからもうひとつ気をつけていること
は、メンバー全員に孤立を感じさせない、
ということです。そのため、メンバー1人1
人に対して、毎回必ず1度は直接会話を
することが大切であると考えて実践してい
ます。

上の子が参加してとてもよかったので
下の子も参加しました。みんなで活動
することが集団生活への準備になりま
す。行事や造形活動も家庭ではできな
い体験で楽しいです。

先に参加していた友人から、楽しい
よ！ときいて参加しました。活動日に
毎週会っているうちに、親も子どもどう
しも仲良くなって、地域でのお友達が
増えて、とてもうれしく思っています。
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すくすく会は昭和63年、中央公民館の女性主事さんが、当時公民館主催の家庭教育学級
の講師をしていた植原俊子さんに「自主サークルで継続的な家庭教育学級を立ち上げません
か…」と声をかけられたのがきっかけでした。それまでの受講者を中心に植原先生や女性主
事さんが話し合い「すくすく会」が誕生しました。
その頃お母さんたちの学習会的なサークルの良いモデルがなかった為、植原先生が社会教
育の研修会などから学んだこと、そして会員の要望など話し合いながら、活動内容を考えてい
きました。この話し合いの場を持てたことが、良かったと思えるところだそうです。そして公民
館の方が研修機関などを紹介したりして、会の応援をしてくれました。

現在活動を続けていく上で欲しいものは、公民館の近くに駐車場が欲しいこと。中央公民館
は図書館や科学館と同じ敷地内にあり、駐車場はたくさんあるのですが、1時間以上の駐車を
するには少し離れた第2駐車場に停めなくてはいけません。雨の日など、特に小さい赤ちゃん連
れのお母さんは、その事が参加を鈍らせる原因になってしまうからです。

会員募集は、友達を誘ったり、クチコミや公民館入り口に募集を呼びかけるチラシを貼った
り、様々な所で呼びかけています。また学習以外にも、お母さんたちのリフレッシュも兼ねて、
フラワーアレンジや料理など外部講師による活動も企画しています。
今までの企画でおもしろかったものは、「手作り絵本を作る」と「幼児と歩く里山」です。当時
は出前講座といったものもなく、会員の知り合いに頼んで、外部講師になってもらうことが多
かったとのことです。

会の経費は月700円の会費と社会福祉協議会の補助金で運営しています。会費は参加し
た人からしかもらっていないので、参加人数の少ない月は苦しく、講師の方や託児ボランティア
の方に払う謝礼の額を下げざるを得ない場合があり、定期的に補助がもらえる機関を探して
いるところだそうです。

今、母親の孤立化、人間関係の希薄化が進み、対人関係がよそよそしくなっていると感じま
す。自分の家族や自分の守りが堅すぎ、連帯感や公への意識が低く、サークル活動を豊かに
広げていくことが厳しい状況になっています。
すくすく会の中でもこういった問題について考えていきたいと思います。
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第2・4木曜日
10時～12時

高崎市中央公民館

基本的に月700円

いつでも入れます。
見学もOKです。

本木 080-5429-2156

講師の先生の解釈で子育ての本を読ん
だり、簡単なカウンセリングをやってみたり、
先生の出される質問から自分の子育てや
家族の有り様を考えたりと、その会ごとに
様々な事を学習しています。
また2～3ヶ月に1度は、ビーズやフラワー
アレンジなど教室を開いています。その間子
どもたちは、お母さんの目の届く所で託児
ボランティアの方に見てもらっています。

会員が自分を見つめられ、癒される時間を
持てるように、また多様な意見が出やすい
雰囲気の中で、自発性や自信が育つよう気
をつけています。

◎子育ての情報誌を見て、すくすく会の事
を知りました。
同じ世代の方とお話ができ、尚かつ子ど
もも見てもらえるというところに魅力を
感じています。

◎公民館で子育ての集まりがあった時に
知り合った人から、すくすく会の事を聞
きました。
改まってまじめな話をする時間が持て、
回を重ねるごとに自分も素直に話しが
でき、また人の話も聞けるようになりま
した。カウンセリングの知識のある先生
とお話できる機会が持てることも良い
ことだと思います。



いつでも、誰でも、一緒に、楽しく！！！をモットーにあたたかいハート
のベテランお母さんが待っています。
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◎行く場所を求めてきました。

◎話を聞いてくれるので、ホッとします。

◎子どもが「本を読んでほしい」と言った
ので来ました。

現在、「ころころタイム」という活動をして
います。今、対象の子どもが集まらないの
が悩みです。
集まる子どもが毎回違うので、子どもに
よって内容を変えています。いくつかの活
動パターンを用意して待っていようと考え
ています。
本を1冊、読み聞かせができる時間を作
ることを心がけています。

第1・3月曜日
10時半～11時半

渋川市豊秋公民館

無料

特に入会はありません。

豊秋公民館
0279-22-0312
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設立したのは平成8年度、11年目になります。悩みやストレスの多いこの時期に、同じく
らいの子どもを持つお母さんたちと話をすることで、お互いの悩みを解消できたり励みに
したりと参加者が元気になるようなサークルを心がけてきました。
活動には、ずっと公民館を使わせてもらっています。広さとしては、20人の会員でいっぱ
いですが、休みの人がいたりするのでちょうどいいのかも、と思っています。
ただストーブや階段など、多少子どもたちに危険な所があるのが気になります。それに、
児童館ではないので仕方ないのかもしれませんが、親が片づけなどをしている時に、遊
具などがあればいいな、と思います。
活動は、毎月当番グループを決めて、その人たちを中心に企画を考えてもらっていま
す。グループはくじで決めますが、1年くらいたたないとなにをやっていいのかわからない
ので、新しい人とベテランの人を組み合わせるよう工夫しています。また、片づけなど当番
だけでは手が足りない時には、みんなに協力してもらいます。
リーダー選出も同じくたくさん経験した人から選出します。一人目の子どものお母さんよ
りは、兄弟がいて何年も参加してくれた方が多くいてくれると、よりリーダーを選出しやす
いなあと考えています。
会費は、毎回のおやつ、運動会やクリスマス会などの行事の時のお菓子やプレゼント
代、リボンや厚紙など制作に必要なものに使っています。気楽に入会してもらうには、この
くらいがちょうどいいと思います。リサイクルなど少し手を加えれば、けっこう豪華になるも
のですよ。
外部からは、市の方のボランティアに来ていただき、パネルシアターを見せていただきま
した。今後も、読み聞かせやエアロビクスなどを指導してくれるボランティアの方がいた
ら、ぜひ来ていただきたいと考えています。

PRをしているわけではないので、人数が少なくなってしまいました。今後は、広報で呼
びかけたり、募集ポスターの制作などを考えています。
最近は、子育て支援センターなど、行けば遊びを提供してくれる施設が増えてきました。
それに比べるとサークルは、自分たちで企画し、運営していかなければなりません。大変
なこともありますが、それが楽しくもあり、会員同士が仲良くなれる秘訣かな、と思っていま
す。
運営がメンバーの負担にならないように、楽しく活動できればいいですよね。
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平成15年4月より始められたサークルです。
立ち上げようとしたきっかけは、入園前（未入園2才児）の親子関係や子ども達の様子を
知りたかったから、また子どもたちに集中力をつけさせたかったからという2つからでした。
サークルを立ち上げるにあたり、まず最初にしたことは、案内や教材の準備です。
案内については、口づてに入ってもらっている方が多いので特に案内を配布することは
ありませんでしたが、興味のある方に差し上げていました。
教材については、年齢に合わせて目で見て、耳で聞いて指で触るといった五感の働き
を活かすこと、幅広く興味や関心がもてる内容にすることに重点をおき選びました。また
絵本については、文章にも漢字が入っている絵本を使用したり、漢字カードを使用したり
して、より漢字に親しみを覚えるよう工夫しました。この教材作りが一番苦労をしたところだ
そうです。

今後も活動を続けていく上であったらいいなと思う機関や制度は、助成金制度です。とい
うのも会を持続させていくのに、1回500円（本代・おやつ代含む）集金をしていますが、そ
の他の補助金16万で（おみやげ・教材費・通信費等）を支払っているからです。人数が増
えると、かかる費用も増えます。
また現在・今後の課題や希望は、興味・関心のもてる幅広い教材とその運用方法の工
夫。出来る出来ないの結果ではなく、その過程での親子の関わりを通じて子育てが楽しいも
のだと感じてもらうことだと話していました。

なごやかな雰囲気づくり、お母さん方との何気ない会話で、お互いに緊張感をとき、信頼
感をもっていけるように心がけています。あまり指導的にならない事、また、よい所をみつけ
て高めあっていけるような言葉かけに気をつけて、普段の活動をしています。

未就学児対象の「ふたばクラブ」という活動も同じ幼稚園で、行っているそうです。
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朝の歌・絵本の読み聞かせ・体操をして場
所に慣れたり、活動の準備をします。ホワイト
ボードを使用した活動、カード遊び、はさみや
のりを使用した制作。（季節に合わせた制作
など）おやつを食べて、帰りの用意をして解散
します。
一年通し長い目で見て、活動の主である漢
字に慣れていくような会の運びにしています。

◎漢字教育を主体に、絵本やかず遊び・
図形・物や人物の名前などの知識が遊
びながら楽しく学べるところに魅力を感
じて入会しました。実際に入会してみる
と、はさみやクレヨンを使用しての工作で
指先を使ったり、はじまりやお帰りの際
の歌など園と似たことをするので、本人
（子ども）も月2回喜んで楽しみにしてい
ます。入園前の体験として、とても為に
なると思います。

◎入園させたい幼稚園が漢字教育を取り入
れていて、家では、なかなか漢字に親し
むという事はなかったので、まずは慣れ
させてみようという気持ちで入会しまし
た。特に自分の名前が書いてあるカード
を見せて名前を呼んでもらう時がうれし
い様で、すごく集中して見て感じとってい
ます。はさみやのりを使う作業の時も、
まず先生の話を子どもたちもきちんと聞
いてから始めます。その手順は、親も子
どもも根気がいりますが、親だけでは教
えられないので、勉強になります。

◎幼稚園に入る前に色を覚えたり数を数え
たりしておけば園に入ってからも延長で
頑張って出来ると思ったからです。（入っ
た時に比べて、少しは慣れて落ち着いて
出来るようになりました。）歌も覚えられた
し、友達もできました。
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月３～４回。
日時は月当番が決める。

公園、町の施設等。

随時募集。

中之条町保健センター
0279-75-2111

活動は月毎に担当（３人～４人）を
決めて、その月当番の担当者が月毎の
活動を決めて運営しています。

年間をとおして公園遊び、いちご狩
りやりんご狩り等のフルーツ狩り、ク
リスマス会、簡単料理教室、送別会な
どを行っています。

８月はお休みです。

その他、リトミック、お話などの活
動をボランティアでやっている方を講
師としてお呼びして活動を行うことも
あります。とても好評でした。

思ったこと、感じたことを書いてま
わす、回覧ノートもあります。

子ども一人月１００円。
２人目から半額。
行事等かかる費用は実費。

◎クチコミでサークルの事を知りました。子
どもと二人で遊ぶより、いろいろな遊び
ができます。子どもも同じ位の子どもと
一緒に遊べるので参加するのを楽しみ
にしています。

◎保健センターに募集の案内があり、参加
するようになりました。引っ越ししてき
たばかりで町の事をよく知らなかった
のですが、サークルに参加することによ
り知人が沢山でき、町の様子も分るよ
うになりました。

◎２人目の子どもと参加しています。上の
子が幼稚園に行っている間、家にこもっ
ていることが多かったのですが参加す
るようになって下の子と出かける機会
が増えました。



昭和村は大家族で住んでいる人が多く、就園就学していない子どもは、自宅の庭で遊んで
いることが多いようです。村での子育て支援活動として年６回の活動があった「つくしんぼくら
ぶ」が無くなってしまった事をきっかけに、保健師さんのアドバイスを受けながら、平成１３年４
月からサークルとして活動を始めました。同じ年齢の子どもたちが一緒に遊ぶことができるの
は、この村では貴重な時間だと思ったからです。そこで、保健師さんに協力をお願いして、ま
ずは場所を確保することから始めました。
最初の１年間は保健センターの中で、活動をしていました。リーダーの金井さんは、お子さ
んが小学校に行っても、リーダーとして活動を支えていておやつを用意し、その日活動する準
備をしています。取材した時はちょうど節分だったので、新聞に鬼の絵を書き、チラシで作った
剣で鬼をやっつけていました。手作りの遊びは、金井さんの人柄の良さを表しているようで
す。
これまで活動をしてきて良かったと思うのは、いろいろな考え方のお母さんたちに会えたこと
と、世代の違うお母さんたちと話せたことだそうです。悩んだときに相談にのってくれる保健
師さんの存在は特別大きかったようです。
これからサークルをたちあげようとする人たちに伝えたいのは、「いろいろな人がいるのでめ
げないこと」「見返りは求めないこと」だそうです。人間関係は、楽しくもあり、大変でもあるよう
です。

のびのびくらぶでは、リーダーは同じで、当番は指名制。つまり、次の活動の準備をしてく
れるお母さんにリーダーがお願いをしているということらしいです。本当は一緒に中心となっ
て活動してくれるお母さんを待っている…というような印象を受けました。
人集めには苦労しているようです。チラシを配ったり、クチコミで来てくれる人にはお知らせを
したりなど。本当は家で悩んでいるのに、なかなか行動に起こせないお母さんや、子どもの事
で悩んでいるお母さんに来て欲しいと言っていました。
頼んで来てもらった催し物では、横浜から「シャボン玉博士」を呼んだイベントは楽しかったで
す。２０万円と、出演経費もかかりましたが、みんなそれそれが楽しめた良い企画だったと思
います。

とにかくお母さんたち自身と子どもたちとが、それぞれ楽しんでくれることが大切だと思って
やってきました。今後も、楽しいと思って活動に参加してくれる人が一人でも増えてくれるとい
いなぁと思っています。できればスタッフとして残ってくれるお母さんが欲しかったです。
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リーダーさん（保育士経験者）を中心に、あ
いさつやお歌、絵本、手遊び、体を使う遊
びなど、バランスよくいろいろな遊びを考
え、親子で楽しむ。季節の行事を楽しむ。

4月からは、地元の私立保育園に「子育
て支援センター」が出来るので、サークル
活動も休止という形になりそうです。

必要があって続けてきた、このサークル
活動があってこそ「子育て支援センター」
に結びついていったのだと思います。

リーダーの金井さん、お疲れさまでした。

◎気軽に行けることが嬉しい。

◎準備はしてもらうけれど、片づけはみん
なでというふうに、私たちにかかる負担が
少ないので、嬉しい。

◎いろいろな人と話せるのは楽しみ。

◎主催者に、もっと参加してもらいたい。

毎週水曜日
10時半～12時

昭和村地域活性化センター

500円/月

いつでも入会ＯＫ

金井 0278-24-6450
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伊勢崎市には外国籍の方が多くいるので、それらの人のソーシャルサポートをすると
いう文部科学省の研究を元に2001年に発足しました。2003年には研究が終わりまし
たが、始まったものをなくしたくないという思いから地域の人に受け継いでもらうべく、
学生がボランティアとして活動するサークルとして続けていくことにしました。
サークルを立ち上げるにあたり、まず学生ボランティアを募集しました。それから地域
の参加者を集めるために活動内容のチラシを市役所の外国人が集まりそうな箇所や外国
人向けのスーパーマーケットなどに置かせてもらいました。
地域の外国人の多くは仕事が忙しくて月曜日から土曜日まで働き、週に一度の休みの日
曜日にも仲間同士で集まってパーティーをすることが多く、なかなか会に参加する時間
を見出せないようでした。また、参加してみても1回きりの方が多く、リピーターを作るこ
とが課題でした。
しかし、いざ参加してみると、今まで親子が一緒にいる時間も大人中心のものがほとん
どだったのに対し、こちらは子ども中心の場でしたので、他の人間と関わる我が子の姿を
目の当たりにして「親が子どもを見る見方が変わった」「子ども自身にも良い変化があった」
などの嬉しい報告も寄せられるようになりました。
今まで行った催しの中で好評だったのは、ラテンダンサーと一緒に踊る企画や外国人
バンドの生演奏などでした。

会の運営で行き詰まったときには学生は顧問（教授）に相談することができますし、顧
問はボランティアの外国人相談員の方などに意見を求めることもできましたので、今ま
で安心して活動を行うことができました。
活動は主に大学構内で行っていますが、地域の施設に遠征することもときどきあります。
ですから、施設をもう少し気軽に利用できるように安く開放してもらえればということを
地域には期待しています。

ある程度大きくなると会に来なくなる子ども達もいますが、彼らを「サラダジュニア」
として、今度はボランティアをする側として養成していくことを心がけています。そうす
ることによって幅広い層に貢献していきたいと思っています。
他の育児サークルや育児支援団体ともお互い足を引っ張り合うのではなく、協力し合え
るような横の繋がりを強めていければと思っています。
そのためにも各団体に平等に補助金が交付されるようになることを願います。



19

第2・4日曜日

東京福祉大学構内
ときどき野外活動もあり。

無料

東京福祉大学石川教授
0270-20-3788

外国籍・日本籍の子どもと家族が様々な
文化に親しめるよう、ダンスや食文化・野
外活動を通して交流します。

立ち上げ当初は物珍しく人が集まってき
ますが、すぐにいなくなります。たくさん宣
伝してリピーターが集まるというものでもあ
りません。重要なのは人を集めることでは
なく、来てくれた人の役立つこと、意味の
あるものになるということです。もしそうで
あるならば人はクチコミで集まってきます。
お金をかけて宣伝することは無駄なことの
ように思えます。

◎きっかけは友達が入会していて生き
生きと活動していたこと。

◎将来はこの会のような子どもと関わ
れる仕事をして地元に貢献したいと
思っているので、現在の活動にはと
てもやりがいがある。
（学生ボランティアさんの声）
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クリスマス会や卒ぴょん式、お別れ
会、おまつり、運動会などなど。

普段の活動の中では、「親同士の話
が盛り上がっていても、子どもからは目
を離さないこと」「他の子どもも自分の子
どもも同じように注意をしたり、褒めた
り、声をかけたりする」を約束事にしてい
ます。

また、外行事の時には、特に他の人に
迷惑がかからないように注意をしていま
す。
親子体操などの講師がいる場合には
最初と最後に子どもからのあいさつを忘
れないよう心がけています。

◎活動内容が充実していて楽しい。

◎親子で楽しめるのはいい！！

◎いろんなひとと話せるのが楽しみ。
毎週木曜日
10:30～12:00

桐生市菱公民館他

1ヶ月400円
6ヶ月分を一括納入

いつでも入会OK

渡辺 0277-55-0666
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現在は設立者の者がいませんが、1998年くらいから活動をしていますので今年で８
年目くらいになると思います。
現在、子どもは17人とあまり大人数でないため、メンバー同士がそれぞれ親密にな
れて他の家の子どもも叱れる「古き良き時代の子育て」ができているのが特色です。
そのためか子ども達は幼稚園に行くようになっても、子ども同士のトラブルに巻き込
まれることが少ないように思います。また、母親達にとっても育児情報がたくさん得
られるので助かるとの声がよく聞かれます。
活動内容はみんなでミーティングして決め、2班で交互にその準備をするのでリー
ダー1人に負担をかけずに済んでいます。もしも活動の仕方で行き詰まっても、以前
に在籍していた先輩ママに以前のやり方を教えてもらえたりアドバイスしてもらえた
りするので安心です。

リーダーは毎年交代しますが、全員が主体となる「自主サークル」ですので、責任
者としてのプレッシャーが少ないためか、毎年もめることなくすんなりと決まってい
ます。もしもリーダーになった人が様々な事情で活動を続けることが難しくなるよう
なことがあれば、途中でやめてもいいというメンバー達の暖かな雰囲気もありますの
で、安心して引き受けることができるのだと思います。会員はほとんどが友人間のク
チコミで集まりました。市外、県外からもたくさんの方が参加して下さっています。

費用は工作などの経費がかかる活動もありますが、だいたい年会費でまかなえてい
ます。クリスマス会、運動会、サンドイッチパーティーなどのイベント時は別途徴収
しますが、高くても500円程度ですのでメンバー達にはあまり負担になっていないと
思います。

また、今行政に期待することとしては、室内で食事のできる場所をもっと増やして
ほしいということです。子どもが食事をこぼして汚してしまっても親が責任を持って
片づけるので飲食を許可してくれる施設を増やしてほしいです。そうすれば、お昼を
はさんでまた午後も遊べるので助かります。
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毎週水曜日
10時半～12時

太田市沢野児童館

年会費100円
（イベント時は別途実費を徴収）

沢野児童館
0276-38-1991

◎

活動は主に児童館で工作、読み聞か
せ、体操、手遊び、ゲームなどをしていま
す。また、どんぐり拾い、お散歩、凧揚げ
など館外の活動も行っています。

運動会・クリスマス会・お別れ会はサーク
ル内の3大行事として毎年力を入れていま
す。運動会はパン食い競争、玉入れなど
種目もいっぱいあります。クリスマス会では
親子でロールケーキのデコレーションを、お
別れ会では卒業する側と送る側のそれぞ
れが出し物をします。

活動は全てお母さんたちが考え、みんな
で運営をしています。

暖かい雰囲気です。「先生」がいなく
て、母親達みんなが作っているという
のが魅力で入会しました。ここでなら
子育てが楽になれるような気がしまし
た。

2人目の子どもの時から入会しまし
た。最初に訪れたときには流しそうめ
んをしていて、サークル体験がありま
せんでしたが、とても楽しそうに感じま
した。現在は2人目の子どもも小学生
になりましたが、3人目の子どもと一緒
に参加しています。

◎
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水曜日
10時半～11時45分

板倉町東部公民館

その年によって
変わります。

板倉町東部公民館
0276-82-1241

子どもだけでなく親も楽しめるようにした
いと思っています。また、事故が起きない
ようにしたいと思っています。

ハロウィーンパーティーやクリスマスパ
ーティーの時は、子ども以上に親の方が
楽しんでいる感じがします。

小さい子は、豆まきの時の鬼を見て泣い
てしまったり、クリスマス会のサンタさんを
怖がったりすることもありますが、子どもな
りに、いつもと違うサークル活動を皆楽し
みにしています。

◎小さい子どもを持つ親は、日中孤独に
なりがちです。同じような年頃の子どもを
持つ母親同士、また子ども同士の友達
作りができ、子育ての悩みなど人と話す
機会ができました。

◎会に入会している人からクチコミで聞い
た月に1回の行事が楽しそうだったの
で、入りました。

◎お友達作りをしようとサークルに入会した
のですが、途中入会だったため、既にい
くつかのグループが出来ていて、なかな
か輪の中に入れませんでした。でも、今
では楽しく参加してお友達もたくさんでき
ました。



吾妻郡

草津町
ピヨピヨクラブ 0279-88-5797

月1回不定期

日時は問い合わせ

草津町保健セ

ンタ一

親子遊び、季節の行事工作（七夕、クリスマ

ス）夏には水遊び、冬には雪遊びも。草津町

民限定。

吾妻郡

中之条町
ＫIＤＳ ＣＬＵＢ

0279-75-1937

山西
月3、4回不定期

ツインプラザ、

公園など

親子の交流の場・季節ごとに苺狩り、ぶどう狩

り、水遊び等・ママたちが交代で当番になり行

事を行い、おたよりなども発行しています。

０才～未就園児対象。

吾妻郡

中之条町
ぷちくらぶ 0279-75-2111

年間スケジュール

による

中之条町保健

センター

保健師さんの指導のもと乳幼児健診の年齢

の親子を対象にしています。

吾妻郡

中之条町

中之条町ツイ

ンプラザ周辺

KIDS CLUBのお姉さん的存在でOGのお母さ

ん方がメンバーで親子で楽しめるだんご作り

や、コンサートも開催しています。

吾妻郡

中之条町
さくらんぼくらぶ 0279-75-2111 不定期（放課後）

中之条町ツイ

ンプラザ周辺 群れて(？)遊べる居場所作りのサークルです。

吾妻郡

東吾妻町
ぷれいる一む 0279-59-8878

9：00～16：00

青少年育成支

援センター

親子の交流。会員の希望を聞きながら、イチ

ゴ狩り・ブルーベリー狩りなどお出かけも。バ

ザーもあります。

吾妻郡

東吾妻町
ラッコクラブ 0279-68-5021

東吾妻町保健

センター

毎月テーマを決め、それに沿った遊びや講習

会をしています。

吾妻郡

東吾妻町

読み聞かせの会

パレット
0279-67-2001

月1回月曜日
15：00～ 岩島公民館他 読み聞かせ、紙しばい、季節の行事等

吾妻郡

東吾妻町

坂上読み聞かせ

の会ぬるがわ
0279-69-2001

幼稚園・保育園ぐらいから小学校低学年位

を対象に読み聞かせなどをしています。

吾妻郡

東吾妻町

読み聞かせボラ

ンティアつきの木
0279-68-2412

第3土曜日
13：00～14：00

読み聞かせ。クリスマスや七夕の頃には工作

もします。

吾妻郡

東吾妻町
ピヨピヨクラブ 0279-59-3111

農村環境

改善センタ一

子どもが遊べる、親同士の交流・栄養士によ

るおやつ指導。旧東村住民限定です。

安中市 はじめのイッポ
027-385-6662

肥後
赤心幼稚園

保育室園庭解放しての遊び、親子でクッキー

作り

安中市 秋間地区サロン 027-382-4969 秋間公民館
リズム体操、おやつパーティー、読み聞かせ、

腹話術など

安中市 花之木
027-384-1502

新井

あさひ第二保

育園

ベビーマッサージ、わらべ歌、クッキングなど

土曜は園庭開放

安中市
安中子育てサロ

ン

027-382-7641

有坂
安中公民館

ふれあい体操、おやつ作り、ボディーペイン

ティング、リース作りなど

安中市 親子の集い
027-382-2168

宮本

第3土曜日
10：00～12：00

安中福祉の家
0才児～。ボランティアとの遊びなど。「集い」

とは別に学童もしています。

安中市
0・1ひろば すま

いる

027-381-0394

吉田

安中双葉幼稚

園

子育てに関する相談、情報提供、親同士の

情報交換、おやつ作り、バスハイク、老人会交

流

月1～2回

毎週月～金曜日

月1回
10：00～12：00

月1回
10：00～12：00

木曜日
10：30～11：30

原則水曜日
10：00～12：00

毎週月曜～金曜
隔週土曜日
10：00～12：00

毎月第4木曜日
10：00～12：00

毎週火曜・木曜日
9：00～16：00

月曜～金曜

年長から小学校低学年の子どもたちがお友達と

坂上公民館

中央公民館

第4土曜日
10：30～12：00

活 動 内 容主な活動場所連 絡 先 活動日時名 称市町村名

たんぽぽクラブ
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0279-75-2111
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（第1・2・3水曜）
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運営、活動資金について

●群馬県ＮＰＯ・ボランティア推進課
前橋市大手町1-1-1
TEL 027-226-2291

●ＮＰＯ・ボランティアサロンぐんま
前橋市大手町１-１-１ 昭和庁舎１階
TEL 027-243-5118

●群馬県社会福祉協議会
ぐんまボランティア・市民活動支援センター
前橋市新前橋町13-12
群馬県社会福祉総合センター２階
TEL 027-255-6111

●各市町村及び
各市町村社会福祉協議会
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サークルや支援団体を立ち上げるのに、
どのくらいそれを求めている人がいるかを
大きく知っておきましょう。 そのために定期
検診や予防接種の時などに呼びかけてみて
ください。
サークルを立ち上げてからは、 会場の入
り口に張り紙をしたり、 知り合いに声をかけ
てみたり、 子育てサークルを応援してくれる
人たちに声をかけてみる。
でも一番大切なのは、 会員が満足できる
内容にすること、 そして、 それが会員出席
の継続に、 ひいてはクチコミにつながるので
はと思います。
サークルの中での話し合いが大切です
ね。

みんなが集まりやすい場所であること、
ある程度の駐車場があるところという条件
を満たしていなくてはいけません。 また、
リズム体操など体を動かすことを主体とす
るサークルにするのであれば、 お部屋が
広くなくてはいけませんね。
どんなサークルにするのか考えた上で、
場所を探してみましょう。
公民館 ・児童館 ・福祉センターなど公共
の施設であれば安く、 または無料で貸して
もらえます。

＜どんな方がなっているの？＞
厚生労働大臣から委嘱され活動をしています。各小学校区に2人ぐらいいます。

＜主任児童委員てどんなことをしているの？＞
民生委員・児童委員のうち、児童福祉を専門に担当し活動する「主任児童委員」がいま
す。子育ての不安・虐待・いじめ・不登校など子育てに関するさまざまな悩みを、お母さ
んと一緒に考え、改善に向けてお手伝いします。

子育てサークル立ち上げのお手伝いもします。
（すでに立ち上げ、運営しているところもあります。）

＜主任児童委員を知るには…＞
自分の地区の主任児童委員を知りたいときは、各市町村の福祉担当課や社会福祉
協議会に問い合わせてみて下さい！
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「お互いの活動の情報交換をすることにより、活動の
活性化につながれば」と平成17年11月15日、前橋市
総合福祉会館にて実際に活動をおこなっているリーダ
ーさんに集まっていただきサークル活動について意見
を出し合いました。その会議の様子です。
（注：同じような発言は集約して掲載しております。）

＜活動について＞
○お母さんの為に育児についての勉強会などを行っています。子どもを託児ボランティアさ
んに見てもらいながら、学ぶ機会がもてるのは新鮮です。
●リトミック、手遊び、季節行事等の活動です。１才のお子さんも馴染んできています。
○障害を持っているのでなかなか他の子どもと関れないのですが、同じ時間を過ごそうと
各自子どもの好きなおもちゃを持ち寄って遊んでいます。
●季節行事、遠足、水遊び、雪あそび、誕生会等を当番が企画をたてて活動しています。
○保育園から保育士さんが来てリズム遊び、体操、制作活動等を行っています。
●遊びの体験を重視しています。子どもが運営スタッフとお散歩している間にお母さん達は
食育の学びをかねて昼食づくり等も行っています。
○リズムを中心に季節行事等を行っています。

サークルリーダー会議

＜立ち上げについて＞
活動の立ち上げについてお聞きしました。同じような経緯の団体はまとめています。
●NPOの活動の中で未就園の子ども達の活動を行おうと始めました。「みんなで子どもを
育てよう」そんな気持ちで活動しています。
○他県から引っ越してきて一緒に子育てする仲間が欲しくて家庭教育学級で知り合った
人と活動を始めました。
●公民館主催の家庭教育学級の受講者を中心に講師の方や主事さんが話し合ってできた
のが会の始まりです。
○全国的な組織の中の一つで、歴史があります。「孤独なお母さんをつくらない」を目標
に活動しています。
●保育士等の有資格のメンバーが自分達の学んだ事を子育て支援に生かしてボランティ
ア活動を行いたいと思い活動を始めました。
○自主的に集まってメンバーと一緒に立ち上げました。
●保育園がサークル設置に関わりました。
○障害児を持つ親が子ども達を遊ばせようと立ち上げました。

●高崎子ども劇場 こぐまちゃんの会（高崎） ●スリーピース（前橋） ●こねこクラブ＆ひよこク
ラブ（前橋） ●ひまわりサークル（高崎） ●ふうせんうさぎ（高崎） ●育児サークルらびっと
（安中） ●PIYOPIYO（富士見） ●おりこうちゃんクラブ（群馬） ●わくわくの会（高崎） ●のほく
らぶ（前橋） ●新日本婦人の会（高崎） ●すくすく会（高崎） ●アドバイザー 前橋市市民活動
支援センター主任酒井氏 ●司会進行 市民メディアぺぱーみんとかんぱにー

写真です
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＜活動の悩みや課題＞
活動での悩みや課題をそれぞれの団体さんにお聞きしました。
●みんなで運営していきたいのですが運営が一定の人達になってしまっています。中心にな
っている人達ができないと活動が滞ってしまっています。
○いろいろな人に関わってもらいたいです。おばあちゃん世代や小学生、高校生を持つお母
さんに参加して欲しいのですがなかなか参加してもらえません。
●会員が増えてきているのに日常的に活動する場所がなかなか見つかりません。できれば
駐車場がある場所を借りたいのですが…。
○講師の方やボランティアの方へ謝金をお支払いしていますが資金運営が苦しいので大変です。
●課題は予算的な事です。サークルの参加人数が多いと一人当り少ない負担で講師の先生
を呼べますが、人数が少ないと負担が増えてしまいます。なるべく多くの人に参加してもらえ
る運営をしていけたらと思っています。
○他市町村の公園に出かけていく機会が多いのですが、上の子が幼稚園に行っている人が
多いので、ゆっくり出かけられません。近くに子連れで出かけられる場所があればと思います。
●リーダーならではの悩みですが、自分でやりすぎてしまったからか、次の代表がなかなか
決まりません。
○電話でサークルへの問い合わせとともに悩みを聞くこともあります。そういう人にはサーク
ルに参加してもらいたいけど電話だけになってしまいます。どうしたらそういう人にも出てきて
もらえるのでしょう。
●今後は他のサークルさんと交流をしていきたい。子どもが幼稚園にあがってしまうので人数
が少なくなってしまいます。新規メンバーさんも開拓したいです。
○他の団体さんとも関わっていきたいです。

●場所
公共施設は競争率が高いし地域の集会場も理
解が必要なので大変だと思います。民生委員さ
んや母子保健推進委員さんに相談して地区の
集会場を借りられたケースもありました。そのよ
うなサークルを応援する人を作るのがいいと思
います。市町村社会福祉協議会などが民生委
員さんの事務局をやっていると思うので、まず、
そちらへ相談に行ってもいいと思います。
●資金
助成金等の情報を集めるのもいいと思います。地域のボランティア支援センター等は、情
報を持っているので、書き方も含めて相談してみるといいと思います。
●人集め
参加しようかどうかためらっている人の背中を押してあげる人が必要だと思います。その
役割はサークルの人がになうのではなく、外部組織の力を借りるのも必要だと思います。
●その他
保育や教育を学んでいる学生の力を借りるという方法もあります。
多くの人と情報を共有化できるといいと思います。

＜解決へのヒント＞
自分達の活動を通して他の団体さんへのアド
バイスやアドバイザーの酒井さんからのアドバ
イスをまとめました。
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現在活動をしているリーダーさんから一言ずつメッセージをいただきました。
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公 第 二 保 育 所 前橋市三河町1-18-26 027-224-5930

公 粕 川 保 育 所 前橋市粕川町新屋688-1 027-285-2107

私 岩 神 保 育 園 前橋市岩神町2-5-12 027-231-1696

私 あ ゆ み 保 育 園 前橋市朝倉町861 027-265-3322

私 中 央 大 橋 保 育 園 前橋市石倉町5-17-6 027-252-3637

私 上 細 井 保 育 園 前橋市上細井町137-5 027-234-1711

私 愛 泉 保 育 園 前橋市江木町518 027-268-3423

私 赤 城 育 心 保 育 園 前橋市市之関町401 027-283-4148

私 大 胡 第 二 保 育 園 前橋市堀越町1390-3 027-283-6778

公 中 川 保 育 所 高崎市小八木町58-1 027-361-2405

私 あ づ ま 保 育 園 高崎市浜川町2046 027-343-1693

私 おひさ ま倉賀野保育園 高崎市倉賀野町194 027-346-3899

私 み ど り 岡 保 育 園 高崎市下豊岡町1353-1 027-323-4397

私 法 輪 寺 保 育 園 高崎市羅漢町72-3 027-322-0831

私 石 原 第 一 保 育 園 高崎市石原町1245 027-325-4524

私 鉢 の 木 保 育 所 高崎市上佐野町609-2 027-323-0841

私 お ひ さ ま 飯塚保育園 高崎市飯塚町733-6 027-362-7408

私 新 町 第 二 保 育 園 高崎市新町1720 0274-42-6693

私 新 町 保 育 園 高崎市新町333 0274-42-6700

前 橋 市

市町村名 住 所

高 崎 市

指定保育所名 電話番号公私別
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公 相 生 保 育 園 桐生市相生町2-482-1 0277-54-6541

私 お お ぞ ら 保 育 園 桐生市新里町関548-4 0277-74-0334

私 立 正 保 育 園 桐生市浜松町1-8-7 0277-44-5313

私 広 沢 保 育 園 桐生市広沢町3-3811 0277-52-9411

私 た ち ば な 保 育 園 桐生市西久方町2-3-8 0277-22-0032

私 大 雄 保 育 園 桐生市広沢町3-3601 0277-53-8313

私 上 の 台 保 育 園 桐生市川内町３-730-1 0277-65-9299

公 す み れ 保 育 園 伊勢崎市境上武士983-3 0270-74-5700

公 ｉ タ ワー花の森保育所 伊勢崎市大手町3-1 0270-22-5611

私 ひ か り の こ 保 育 園 伊勢崎市新栄町3850-14 0270-25-1575

私 白 ば ら 保 育 園 伊勢崎市戸谷塚町98-1 0270-32-1400

私 み や さ と 保 育 園 伊勢崎市田中島町489-1 0270-24-1761

公 浜 町 保 育 所 太田市浜町25-5 0276-45-2809

公 新 田 第 一 保 育 園 太田市新田中江田町985 0276-56-2549

私 末 広 保 育 園 太田市末広町543-5 0276-38-1830

私 こ ま ど り 保 育 園 太田市石原町1038 0276-45-3466

私 宝 泉 保 育 園 太田市宝町393 0276-33-9621

私 鶴 生 田 保 育 園 太田市鶴生田町401-1 0276-20-2023

私 生 品 保 育 園 太田市新田市野井町135-3 0276-57-0113

私 綿 打 保 育 園 太田市新田早川町351 0276-56-7901

私 藪 塚 本 町 保 育 園 太田市藪塚町1578 0277-78-4226

私 お じ ま 第 一 保 育 園 太田市亀岡町61-2 0276-52-0519

沼 田 市 私 沼 田 恵 保 育 園 沼田市清水町4330 0278-24-4163

公 美 園 保 育 園 館林市美園町10-26 0276-73-2143

公 長 良 保 育 園 館林市台宿町7-12 0276-72-0859

私 聖 ル カ 保 育 園 館林市大街道3-5-1 0276-73-8722

私 も も の 木 保 育 園 館林市楠町1943-1 0276-74-4865

伊 勢崎市

館 林 市

桐 生 市

太 田 市
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公 渋 川 市 第 五 保 育 所 渋川市446-1 0279-23-3002

私 行 幸 田 保 育 園 渋川市行幸田903-1 0279-23-3025

私 パ ン ジ ー 保 育 園 渋川市金井1512-1 0279-24-5315

私 コ ス モ ス 保 育 園 渋川市石原1609-1 0279-23-5389

私 立 石 保 育 園 藤岡市立石779-1 0274-42-3504

私 平 井 保 育 園 藤岡市東平井1088 0274-23-3556

私 つ く し ん ぼ 保 育 園 藤岡市中栗須355 0274-23-4157

私 明 星 保 育 園 藤岡市藤岡１５４８ 0274-22-5281

公 お に し 保 育 園 藤岡市三波川67-1 0274-52-6670

公 額 部 保 育 所 富岡市南後箇1180-7 0274-63-7030

私 富 岡 ひ ば り 保 育 園 富岡市富岡1402 0274-64-2151

私 一 の 宮 保 育 園 富岡市宮崎578-2 0274-63-3512

私 か し の 木 保 育 園 富岡市黒川64 0274-63-4215

私 一ノ 宮ピ ッ コ ロ 保育園 富岡市一ノ宮382-3 0274-62-2504

私 あ さ ひ 第 二 保 育 園 安中市下後閑509-1 027-384-1502

私 遠 丸 保 育 園 安中市安中5-8-25 027-382-1051

私 い そ べ 保 育 園 安中市磯部３-19-20 027-385-8321

私 西 横 野 保 育 園 安中市松井田町人見972-1 0120-030-153

私 笠 懸 い ず み 保 育 園 みどり市笠懸町阿左美805-2 0277-76-6783

私 笠 懸 北 保 育 園 みどり市笠懸町鹿2532-10 0277-76-6508

私 た け の こ 保 育 園 みどり市笠懸町西鹿田字馬見岡21-1
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0277-76-2697

私 二 葉 保 育 園 みどり市大間々町大間々2261-3 0277-72-2822

富 士 見村 私 ぽ ら り す 保 育 園 勢多郡富士見村大字原之郷1268 027-288-1919

私 榛 東 中 央 保 育 園 北群馬郡榛東村山子田2531-19 0279-55-0008

私 榛 東 南 部 保 育 園 北群馬郡榛東村広馬場1763-1 0279-54-2572

吉 井 町 私 ね む の 木 保 育 園 多野郡吉井町池1151-1 027-387-7274

下 仁 田町 私 下 仁 田 保 育 園 甘楽郡下仁田町吉崎58-3 0274-82-2079

渋 川 市

安 中 市

榛 東 村

みど り 市

藤 岡 市

富 岡 市



中之条町 公 中 之 条 保 育 所 吾妻郡中之条町西中之条66 0279-75-4603

昭 和 村 公 昭 和 村 第 一 保 育 園 利根郡昭和村糸井1757-1 0278-22-2331

玉 村 町 公 第 一 保 育 所 佐波郡玉村町下新田176 0270-30-6601

明 和 町 公 明 和 保 育 園 邑楽郡明和町田島8-1 0276-80-7711

大 泉 町 私 エ ン ゼ ル 保 育 園 邑楽郡大泉町下小泉字長沼410 0276-63-0481

公 中 央 保 育 園 邑楽郡邑楽町中野4398-1 0276-88-0230

私 風 の 子 保 育 園 邑楽郡邑楽町中野2204-1 0276-88-5850
邑 楽 町
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平成17年12月10日、群馬県庁にて「ぐんま子ども子育て
学（楽）会」というイベントが行われ、その中で「子育て
支援者による情報交換会」が設けられました。実際に活動
を行っている団体が集まり、話し合い、情報を交換しまし
た。各参加団体の活動内容と話しあいの中で出された運営
課題とその解決方法についての意見をまとめました。
（注：同じ意見は集約して掲載してます。）

子育て支援者による情報交換会

●伊勢崎プレーパーク どんぐりの森
伊勢崎市の宮古３号公園で土曜日に「冒険遊び
場」という子どもと遊ぶ活動を行っています。
●NPO法人ウィメンズウイルぐんま
男女共同参画社会の実現にむけての各種情報
の収集や学習会を行っています。
●ＮＰＯ法人エンパワメントぐんま
ＣＡＰワークショップと子ども虐待防止ホットライ
ン「安心・自信の相談電話」等の活動を行っていま
す。
●ＮＰＯ法人おおたファミリーサポートセンター
太田市のショッピングセンター内に 保育ルーム
を設置してお子さんを預かる事業を中心に行って
います。学童保育事業もはじめました。
●群馬県生活学校運動推進協議会
小学校低学年対象に「寺子屋教室」ドリルを教
えるボランティアを行っています。（前橋市）
●社団法人群馬県助産師会
育児不安を軽減し、安心して子育てができる環
境づくりを支援しています。子育て電話相談事業
も行っています。
●ＮＰＯ法人子育て応援団ぐんま
親子のコミュニケーションをもてるようにと親子
向けの事業を行っています。ベビーマッサージや
ベビーサインの講座や自然体験教室などを開催
しています。
●ＮＰＯ法人す馬いる
地域の人々や子どもや障害者の方に幅広く馬
の楽しさを知ってもらい、情操教育、地域の触れ
合いに役立てたらと活動を行っています。
●月読
女性が本来持っている子を育てる力を引き出す
きっかけづくりを目的とした講演会等を実施してい
ます。

●榛名町子育てひろば（榛名町社会福祉協議会）
榛名町の委託をうけて「子育てひろば」の運営
をおこなっています。「子育てひろば」は主に未就
園児とその親が対象で遊びや子育て相談を行っ
ています。
●ＮＰＯ法人ミュージック・フォー・チルドレン
クラシック音楽と朗読を組みあわせたコンサート
の提供を中心に活動しています。学校、幼稚園、
保育園、施設等の訪問、慰問コンサートを行って
います。
●ＮＰＯ法人ラポールの会
不登校（閉じこもり・引きこもり）、非行、いじめ、
育児相談を行っています。子ども、青少年の自立
を支援する「ひだまり教室」を開設しています。
●NPO法人市民メディアぺぱーみんとかんぱにー
子育て支援のための情報提供として情報誌の
発行とHPの運営を行っています。また、子育て支
援のネットワーク作りのために「ぐんま子ども子育
て学（楽）会」（群馬県と共催）等のイベントの開催
も行っています。

●群馬県社会福祉協議会
ボランティア・市民活動支援センター
市民参画型の福祉社会づくりをめざし、ボランテ
ィア、NPO活動をはじめとする多様な市民活動の
一体的な推進をしています。
●ぐんまこども相談センター（中央児童相談所）
子育てや子どもの相談を行っています。子育て
支援団体の研修も行っています。
●前橋市市民活動センター（会議のアドバイザー）
前橋市と前橋市社会福祉協議会の共働組織
●群馬県青少年こども課
「ぐんまこども子育て学（楽）会」主催



52

＜活動への課題＞
活動課題として出された意見は人材についてと資金についての意見が多かったです。
●人材について
・スタッフの人をどのように確保するかが難しいです。
・主に専業主婦が活動の主体ですが、社会全般が不況なので３０代後半から仕事に出る人が
多く、活動に参加できるスタッフが限られてしまいます。
・私達の活動は学生ボランティアさんのお手伝いにささえられていますが、学生ボランティ
アさんは平日は学校なのでなかなか都合がつきません。最近、平日に事業を行って欲しいと
いうニーズがあるのでボランティアさんと時間帯がかみあわず困っています。
・学生が活動の中心です。活動を継続して続けて行く為にも４年間だけでなく関わっていっ
てもらいたいですが、難しいようです。
・私達の団体は有資格の人達が多くそのスキルをもっと活用したいのですが、なかなか活用
できる場が少ないです。

●資金
・公的資金からの援助ですが、行政機関も税収が厳しくなっているので公的資金ばかりを頼
らないほうがいいと思います。
・行政からの援助だけでなく、助成金を出している外部の財団等の団体から、知恵をしぼっ
て資金を確保し、上手に利用していくのも必要だと思います。
・いくつかの事業を組み合わせて活用していくのも必要ではないでしょうか。
・活動者同士がお互いに上手にパイをわかちあうのも必要だと思います。同じような事業を
しているなら団体同士手をつないで一緒にやってみるのもいいのではないでしょうか。
●活動を広めるには
・ある意味営利企業の営業活動と同じで、自分達で工夫して努力するのも必要だと思いま
す。
・必ずしも記事を掲載してもらえるか分らないが、新聞に自分達の情報を伝えてみるのもい
いと思います。
●その他
・外部の人で自分達の力になってくれる人も必要だと思います。力になってくれる人間を敏
感にキャッチすることも大切だと思います。
・情報は大切です。また、文字ベースの情報と体面して得る情報は同じとは言えないので人
と直接会ってみる事も大切だと思います。
・社会福祉協議会など多くの団体と関わりのある所から情報を得られると思います。

●資金について
・NPO 法人化しました。運営資金をどのように確保し
たらいいかが課題です。助成金がないと難しいです。
行政がもっと援助してくれれば自分達の活動を必要
としている人へ無料で提供できると思っています。
●その他
・講座を行っていますが、申し込みが少ないので参加
してもらえるにはどうしたらいいか検討しています。

＜今後の活動に向けて＞
課題解決に向けて今後の活動のヒントとなる意見
を集約しました。資金についてと活動を広める為の意
見が多かったです。
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